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 
Off-JTの評価は､ 教育の質の向上に有効であると同時に､ 教育担当者の動機づけともなり､ Off-JTの評価は教育担当
者に､ プログラムの改善や改善への動機づけといった“効果”をもたらしている｡ 本研究は､ Off-JTの評価が教育担当
者にもたらす効果に影響する要因を明らかにし､ 評価システム構築への示唆を得ることを目的とする｡ 一般病床数が300
床以上の病院に勤務している教育担当者を対象に､ 質問紙調査を行い､ 影響要因を明らかにするために､ 重回帰分析
(Stepwise法) を行った｡ 結果､ 教育担当者にもたらす効果 ｢Off-JTの方法や内容の改善｣ や ｢Off-JT改善への動機づけ｣
には､ ｢Off-JTの評価の捉え方｣ の認識や､ ｢Off-JTの評価における教育担当者と教育委員のかかわり｣ が影響していた｡
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   
１. 研究の枠組み
本研究の研究枠組みを図１に示す｡ 院内教育
システムは､ on-the-job training (=機会教育,
以下OJTとする) とSelf Development (=自己啓
発, 以下SDとする) そしてOff-JTの相互作用に
より構築されている｡ Off-JTのプロセスは､ 分




















































































































大 項 目 中 位 項 目
Off-JT の 評 価 ４項目 評価時期､ 評価者､ 評価方法､ 評価内容とタイミング
看 護 師 の 属 性 ７項目
経験年数､ 職位および役割､ 教育背景､ 施設の教育システム､ Off-JTの捉え方､ Off-
JT評価の目的､ Off-JTの評価の必要性の認識
他 者 と の
か か わ り
６項目
参加者と教育担当者のかかわり､ 参加者と病棟管理者のかかわり､ 参加者と教育委員
のかかわり､ 参加者と同僚のかかわり､ 教育担当者と病棟管理者のかかわり､ 教育担
当者と教育委員のかかわり
Off-JTの評価が
も た ら す 効 果
６項目
自分の課題が明らかになる､ 参加者への学習の動機づけ､ 参加者と第三者と良好な関






























































































































































説 明 変 数 β ｐ
評価結果をもとに､ 教育委員と話し合いながら､ 次年度のOff-JTの計画を行っている｡ 0.41 **
教育委員は､ Off-JTの評価に関する指導を教育担当者から受ける機会がある｡ 0.29 **
Off-JT の内容の改善のために､ 評価を行っている｡ 0.21 **
Off-JT の評価者：同僚 0.12 *
参加者の感想をもって､ 参加者が何を学んだかを把握している｡ 0.10 *
対象者別にみたOff-JT ：役職別 0.10 *






説 明 変 数 β ｐ
教育委員は､ Off-JTの評価に関する指導を教育担当者から受ける機会ある｡ 0.33 **
評価結果をもとに､ 教育委員と話し合いながら､ 次年度のOff-JTの計画を行っている｡ 0.31 **
参加者への学習の動機づけのために､ 参加者自身が､ Off-JTの内容を振り返り､ 学びや気づきを明
らかにしている｡
0.14 **
Off-JT の内容の改善のために､ 評価を行っている｡ 0.14 *

































































説 明 変 数 β ｐ
教育委員は､ Off-JTの評価に関する指導を教育担当者から受ける機会がある 0.31 **
学んだ知識や技術の､ 実践への活用をもって､ Off-JTの評価とすることが必要である｡ 0.21 **
Off-JTで学んだことを参加者と第三者 (病棟管理者､ 教育委員､ 同僚) が話し合うことは､ 両者の
良好な関係を構築する機会となっている｡
0.21 **
評価結果をもとに､ 教育委員と話し合いながら､ 次年度のOff-JTの計画を行っている｡ 0.12 *
Off-JTの目的に沿って､ Off-JTの評価をすることが必要である｡ 0.12 *
Off-JTで学んだ内容は､ 終了後､ 振り返りを行うこと (レポート､ 伝達講習など) で､ 身につく｡ 0.15 **
Off-JTの評価時期：終了直後 0.11 *
Off-JT の内容の改善のために､ 評価を行っている｡ 0.15 *
Off-JTの評価者：プリセプター -0.11 *
Off-JT終了後､ 参加者は､ 教育委員とともに､ Off-JTで学んだ内容を振り返りながら､ 課題を明ら
かにすることになっている｡
-0.11 *
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